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第4回定例会　議案等審議結果一覧
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成
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議　案
第1号

長柄町国民健康保険条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第2号

契約の締結について（社会資本整備総合交付金
町道3033号線道路改良工事）

原案
可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第3号 令和3年度長柄町一般会計補正予算（第７号） 原案

可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第4号

令和3年度長柄町国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）

原案
可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第5号

令和3年度長柄町介護保険特別会計補正予算
（第3号）

原案
可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第6号

令和3年度長柄町浄化槽事業特別会計補正予算
（第1号）

原案
可決

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和3年長柄町議会第4回定例会は、12月7日から8日までの2日間を会期として開催されました。
提出された議案等は、議案6件、認定1件、発議案１件ですべて原案のとおり可決、認定されました。

主な内容
第４回定例会
定例会で決まったこと�� �11
令和２年度決算認定について�� �13
長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告�� �15
一般質問（4名）�� �17
第3回臨時会
臨時会で決まったこと�� �15�
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第4回定例会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結果 髙
橋
智
恵
子

岡
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安

鶴
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人

議決
結果

賛
成
反
対

認　定
第1号

令和2年度決算認定について
原案
認定

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議案
第１号

長柄町議会広報編集特別委員会委員の設置につ
いて

提出者　議会議員　三枝新一
　　　　同　　　　岡部弘安
　　　　同　　　　本吉敏子
　　　　同　　　　鶴岡喜豊
　　　　同　　　　髙橋智恵子

原案
可決 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

議案第1号　長柄町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
健康保険法施行令の一部改正に伴い国保の被保険者またはその扶養者の出産費用を軽減するため支給を行ってい
る出産育児一時金において、分娩に関連し重度の脳性麻痺となった場合に、その児と家族の経済的負担を補償する
為の産科医療保障制度が見直しされたことにより条例の改正を行うものです。

議案第2号　契約の締結について（社会資本整備総合交付金町道3033号線道路改良工事）
平成24年度から国土交通省の社会資本整備総合交付金を受けて実施する事業であり、今回の工事契約は、高山十
字路から大庭自治会方面に向かう切割部分を中心に約330ｍ区間について整備をするものです。
去る11月25日に指名競争入札を実施したところ、9,482万円で長生郡長柄町立鳥391番地　株式会社　三橋土
木　代表取締役　三橋　裕　氏が落札し、仮契約したことから、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は、
処分に関する条例」第２条の規定により議会の議決を求めるものです。

議案第3号　令和3年度長柄町一般会計補正予算（第７号）
予算現額に6,625万9千円を追加し、補正後の予算総額を51億9,838万8千円とするものです。
主な内容は、ふるさと納税の寄付増額に伴う返礼品の購入や申込フォームの利用、返礼品の配送といった包括的
な対応に係るもの、また、福祉センターの雨漏りに伴う屋根改修の設計及び工事の経費などを予算計上するもので
す。

議案第4号　令和3年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
予算現額に25万8千円を追加し、補正後の予算総額を9億4,725万8千円とするものです。
主な内容は、高額療養費支給システムの改修とともに、令和２年度分の医療給付費、後期高齢者支援金、介護納付
金が確定したことによる保険税負担金を予算計上するものです。

条例の一部改正条例の一部改正

契約の締結契約の締結

補正予算補正予算
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認定第１号　令和２年度決算認定について
10月14日、15日に開催された決算常任委員会で第3回定例会により付託された「令和2年度決算審査」を行い、
総務事業並びに住民教育所管の決算を認定しました。
また、各常任委員会での主な質疑応答は以下のとおりです。

議案第5号　令和3年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第3号）
予算現額に4,121万4千円を追加し、補正後の予算総額を8億1,715万7千円とするものです。
主な内容は、令和2年度分の介護サービス費及び高額介護サービス費が確定したことによる保険税負担金などを
予算計上するものです。

議案第6号　令和3年度長柄町浄化槽事業特別会計補正予算（第1号）
予算現額に75万円を追加し、補正後の予算総額を7,595万円とするものです。
主な内容は、経年劣化により発生した既設浄化槽本体の修繕費に伴う経費の不足分を予算計上するものです。

総務事業常任委員会　質疑応答
（本吉委員長、三枝副委員長、古坂委員、山﨑委員、柴田委員、岡部委員）

質疑 ふるさと納税の返礼品生産者へ情報発信をしているか。

答弁 ここ２年は控えていた。生産者がふるさと納税に関わり続けられるよう制度設計について調査中である。

質疑 ラッピングバスの契約年数について伺う。

答弁 単年契約としているが、５年程度は継続したい。

質疑 まちづくり団体促進事業の進行状況について伺う。

答弁 任意団体の基礎となる取組みを実施した。

質疑 防災行政無線の中継局子局等の設置借上げは何か所あるか伺う。

答弁 中継局は１か所、子局が２６か所あり、２７名の方に借上料を支払っている。

質疑 公用車のドライブレコーダーの設置率を伺う。

答弁 公用車３２台のうち２７台に設置しており、設置率は約８４％である。

質疑 固定資産税と軽自動車税の滞納繰越分について、収納率が上がっている理由を伺う。

答弁 分母が変わったほか、軽自動車税を主眼に取り組んだこと、固定資産税は大口の方に納付いただいたこと
が収納率アップに繋がった。

質疑 地番現況図更新業務の内容を伺う

答弁 固定資産の情報を地図上に落とす作業を行っている。

質疑 イノシシの捕獲頭数に差異があるのはなぜか。

答弁 捕獲した際の写真の撮り方により、国県の査定を通らなかったものが減となっている。

質疑 都市農村交流センターの指定管理者の選定方法について伺う。

答弁 ５年毎の入札である。プロポーザル形式で書類審査とプレゼンテーションで選定している。

質疑 グリーンツーリズムのじゃがいも収穫体験の参加人数と属性を伺う。

答弁 参加者２５名のうち１名が町内在住の方である。

決算認定決算認定
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住民教育常任委員会　質疑応答
（星野委員長、池沢副委員長、月岡委員、鶴岡委員、髙橋委員）

質疑 今年度に入り、八街市で発生した児童の交通事故を受けて調査した、通学路の危険箇所数を伺う。

答弁 ２９箇所と県へ報告した。危険箇所の改善に努める。

質疑
検定料補助金は英語検定、漢字検定等の補助金と認識しているが、他にスポーツや音楽教室についてはど
のように考えているか伺う。

答弁 現在、そのような補助金は実施していないが、今後の状況をみて検討したい。

質疑 新公民館土質調査業務の目的について伺う。

答弁
ボーリング１箇所とサウンディング１０箇所の調査は基礎杭の支持層までの長さを決定するための調査
である。

質疑 新型コロナウイルス感染症の影響で史跡長柄横穴群資料館の来館者数の推移、変化について伺う。

答弁 平成３０年度１，８４２人、令和２年度１，３７０人である。

質疑 こども園費の園バス運行業務の委託内容について伺う。

答弁
朝の来園時の迎えの１便、午後の１号幼稚園部門の帰宅の１便、夕方の２号保育所部門短時間児の帰宅の
１便の計３便である。送迎車両の運行、日常点検整備、清掃、運行計画の企画立案、その他運行管理に関す
る事項等が業務内容である。

質疑 地方創生臨時交付金のうち、医療施設等従事者給付金の３施設、５５９名の内訳を伺う。

答弁
リソルクリニック１４名、聖光会病院２２４名、塩田記念病院３０５名の計５４３名、その他１６名は途
中で離職した方で、合計５５９名である。

質疑 味庄団地の浴室改修工事について、ユニットバスの工事監理業務は必要か伺う。

答弁 建設環境課に建築専門職がおらず、施工における出来高精算等の監理に対応できないため建築専門家に監
理させた。

質疑 町道１２２２号線（力丸）の残りの工事はいつ行われるか伺う。

答弁 入札が終わり、業者と契約したところである。自治会長と打合せを行い取りかかる。

発議案第1号　長柄町議会広報編集特別委員会の設置について
本委員会は、令和元年第４回定例会で特別委員会として承認され、令和３年７月３１日まで活動を継続しており
ましたが、期限を経過した現在は任意の組織となっております。
今後も特別委員会として議会広報の編集等に携わり、議会活動を周知することにより議会に対する認識を深めて
いただくとともに、町政への関心と長柄町の発展に寄与したいことから提出するものです。

議員発議議員発議
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第 3 回　臨 時 会

第3回臨時会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名
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対

承　認
第1号

専決処分の承認を求めることについて（令和3
年度長柄町一般会計補正予算（第4号））

原案
承認 10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承　認
第2号

専決処分の承認を求めることについて（令和3
年度長柄町一般会計補正予算（第5号））

原案
承認

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第1号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第２号

長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第３号

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第4号

令和3年度長柄町一般会計補正予算（第6号）
原案
可決

10 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

一般質問は16ページから19ページに掲載しています。

定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員の鶴岡喜豊議員から令和3年第3回長生郡市広域市
町村圏組合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。
令和3年第3回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は11月25日に開会し、提出議案は、報告1件、議
案1件を審議し、同日閉会しました。

報告第1号　専決処分の報告について
地方自治法第180条第１項の規定により、議会の議決により指定された１件100万円以下の損害賠償額
の決定及び和解について専決処分をしたので、同条第２項の規定によりこれを報告するものです。
内容は令和3年8月24日、長柄町上野181番地先の路上において本組合の救助工作車の左後輪が脱輪、
スタックし、町道及び路肩を崩落させたものです。損害賠償の額は29万2,600円で長柄町と和解しました。

議案第１号　令和３年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ61万8千円を減額し、歳入歳出予算の総額を65億6,100万7
千円とするものです。
内訳は、歳入は分担金及び負担金342万7千円の増額、県補助金84万5千円の減額、組合債320万円を
減額し、トータル61万8千円の減額となります。歳出は、介護認定費402万5千円の増額、障害支援区分認
定費に217万7千円の増額、消防費を682万円減額し、トータル61万8千円の減額となります。

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告

令和3年長柄町議会第3回臨時会は、11月30日の1日を会期として開催されました。提出された案件は、
承認2件、議案４件で原案のとおり可決されました。
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新型コロナウイルス感染症予防のた
め傍聴席は制限させていただきます
のでご理解ご協力をお願いします。

（次回定例会は3月1日（火）からの予定です。）
議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。

町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いです。

問い合わせ先　議会事務局　　☎35–2438

承認第1号　専決処分の承認を求めることについて（令和3年度長柄町一般会計補正予算（第4号）
予算現額に2,797万8千円を追加し、補正後の予算総額を50億6,354万6千円とするものです。
主な内容は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、地方創生臨時交付金を活用して、パー
テーションをはじめとする備品購入や事業者の継続を支援する給付金、小中学校のGIGAスクール構想に伴
うタッチペンや充電器などの付属品を購入する経費等について予算計上したものです。

承認第2号　専決処分の承認を求めることについて（令和3年度長柄町一般会計補正予算（第5号）
補正後の予算総額を50億9,542万4千円とするものです。内容は、新型コロナウイルス感染症のワクチ
ン接種を推進するため、従事する職員の人件費やコールセンターの運営委託費、医療機関への負担金、事務
用品の整備といった経費について予算計上したものです。

専決処分専決処分

補正予算補正予算

条例の一部改正条例の一部改正
議案第１号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２号　長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告による職員の給与改定に準じ改正を行うもので、
期末手当の支給率を0.15月分、引き下げるものです。
本年度分は、12月支給分で0.15月分を1回で、令和４年度からは６月支給分、12月支給分をそれぞれ
0.075月で、あわせて0.15月分引き下げるものです。

議案第３号　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告を受け、期末手当の支給率を一般職員は0.15月
分引き下げ、2.4月分とし、再任用職員は0.1月分引き下げ、1.35月分とするものです。

議案第４号　令和3年度長柄町一般会計補正予算（第６号）
予算現額に3,670万5千円を追加し、補正後の予算総額を51憶3,212万9千円とするものです。主な内
容は新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、子育て世帯に対し臨時かつ特別な給付措置を行うための
経費を予算計上するものです。
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１
．農
業
問
題
に
つ
い
て

問　
議
員

農
業
耕
作
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
に
伴
い
離
職
農
家
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
４
点
伺

う
。

❶
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
に
つ

い
て

❷
不
耕
作
地
の
今
後
の
方
針
及
び

方
向
性
に
つ
い
て

❸
稲
作
従
事
者
、
特
に
小
規
模
農

家
の
支
援
策
に
つ
い
て

❹
本
年
の
供
出
米
価
の
下
落
に
対

し
て
の
考
え
に
つ
い
て

答　
町
長

①
農
業
振
興
と
人
口
減
少
・
高
齢

化
の
対
応
等
、
施
策
を
総
合
的
に

取
り
組
み
た
い
。

②
町
及
び
農
業
委
員
会
と
し
て

は
、
認
定
農
業
者
、
営
農
組
合
な

ど
の
意
欲
あ
る
農
業
者
へ
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
、
町
耕
作
放
棄
地
解

消
対
策
事
業
、
農
地
利
用
の
最
適

化
を
目
的
と
す
る
農
地
中
間
管
理

事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農
地
利
用

集
積
を
促
進
し
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
抑
制
に
努
め
た
い
。

③
意
欲
あ
る
地
域
や
多
面
的
機
能

支
払
制
度
や
中
山
間
直
接
支
払
制

度
を
活
用
し
て
い
る
地
域
に
積
極

的
に
入
り
支
援
し
た
い
。

④
米
価
安
定
の
た
め
、
国
は
米
の

生
産
調
整
に
伴
う
他
作
物
へ
の
作

付
転
換
を
推
奨
し
て
い
る
。

主
食
用
米
か
ら
飼
料
米
等
の
転

作
に
取
り
組
ん
だ
農
業
者
に
対
す

る
県
の
支
援
事
業
に
町
独
自
の
上

乗
せ
を
行
う
こ
と
で
、
転
作
へ
の

拡
大
支
援
を
引
き
続
き
取
り
組
み

た
い
。

整
備
部
、
県
警
本
部
の
連
名
に
よ

り
、
小
学
校
の
通
学
路
の
緊
急
一

斉
点
検
後
の
対
策
に
つ
い
て
の
報

道
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
教
育

委
員
会
・
学
校
、
道
路
管
理
者
、

警
察
が
な
す
べ
き
主
な
対
策
が
示

さ
れ
て
い
る
。

改
善
し
た
内
容
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
。

問　
議
員

大
加
場
自
治
会
の
通
学
路
は
と

て
も
狭
い
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答　
教
育
長

通
学
路
安
全
点
検
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
優
先
し
た
上
で
学
校
、
関
係
機

関
と
連
携
し
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
い
く
。

そ
こ
で
４
点
伺
う
。

❶
県
教
育
委
員
会
に
報
告
し
た
調

査
結
果
に
つ
い
て

❷
八
街
市
の
事
故
と
同
等
、
ま
た

は
類
似
し
て
い
る
箇
所
数
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て

❸
児
童
に
行
っ
た
指
導
に
つ
い
て

❹
見
守
り
活
動
や
道
路
整
備
な
ど

の
対
策
案
に
つ
い
て

答　
町
長

①
点
検
実
施
箇
所
は
29
か
所
で
あ

り
、
こ
の
う
ち
警
察
が
事
業
主
体

と
な
る
も
の
が
３
、
長
生
土
木
事

務
所
が
15
、
町
が
８
、
残
り
は
教

育
委
員
会
が
看
板
等
の
設
置
で
対

応
す
る
。

②
歩
道
の
整
備
の
要
望
箇
所
と
し

て
捉
え
た
場
合
は
６
か
所
に
な

る
。
既
に
注
意
喚
起
の
看
板
の
設

置
が
済
ん
だ
箇
所
も
あ
る
が
、
引

き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

③
各
学
校
で
、
全
校
集
会
等
で
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
ま
た
、
小
学

校
で
は
、
登
校
班
ご
と
に
合
同
点

検
時
に
撮
影
し
た
写
真
を
用
い

て
、
危
険
箇
所
を
再
度
確
認
し
て

い
る
。

④
11
月
19
日
、
県
教
育
庁
、
県
土

問　
議
員

政
府
が
、
来
年
度
か
ら
農
村
Ｒ

Ｍ
Ｏ
と
い
う
育
成
事
業
を
や
ろ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
記
事
を
見

た
。
現
在
ど
の
よ
う
な
構
想
が
あ

る
か
伺
う
。

答　
産
業
振
興
課
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と

い
う
こ
と
で
は
、
非
常
に
大
き
な

事
業
だ
と
思
う
。
農
業
振
興
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
た
め
、
各
種

連
携
し
て
勉
強
し
た
い
。

問　
議
員

小
規
模
農
家
に
対
す
る
機
械
等

の
補
助
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
産
業
振
興
課
長

現
在
は
無
い
。
今
後
小
規
模
農

家
が
集
ま
る
集
落
営
農
で
機
械
の

リ
ー
ス
等
で
作
業
時
間
の
効
率
化

を
図
り
た
い
。

２
．�通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

問　
議
員

八
街
市
の
事
故
に
伴
い
、
本
県

の
県
教
育
委
員
会
は
県
内
53
市
町

村（
千
葉
市
を
除
く
）の
緊
急
点

検
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
道
が

あ
っ
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

―
議
員
４
名
が
町
政
を
問
う
―

―
議
員
４
名
が
町
政
を
問
う
―

三
枝　
新
一

三
枝　
新
一  
議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
は

複
数
の
集
落
の
機
能
を
補

完
し
て
、地
域
資
源（
農
地
・

水
路
等
）の
保
全
・
活
用
や

農
業
振
興
と
併
せ
て
、
買
い

物
・
子
育
て
支
援
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
資
す

る
取
組
み
を
行
う
事
業
体
の

こ
と
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１
．�住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

問　
議
員

回
覧（
配
布
文
書
）を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
る
も
の
は
掲

載
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
見
解

を
伺
う
。

答　
町
長

本
年
６
月
か
ら
自
治
体
等
の
配

布
物
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問　
議
員

過
去
の
も
の
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　
総
務
課
長

内
部
で
検
討
し
た
い
。

問　
議
員

で
き
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新

着
情
報
に
掲
載
い
た
だ
き
た
い
。

答　
総
務
課
長

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。

一
方
で
、
町
で
は
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講

し
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
組
織
化

を
図
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

④
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
及
び
生
き
が
い
づ
く
り
並
び

に
町
民
の
福
祉
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
そ
の
資
源
と
人
員
を
活
用

し
、各
種
活
動
の
充
実
を
図
る
。

⑤
現
在
、
町
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
と
し
て
各
教
室
へ
の
参
加
及
び

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
対
し
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
つ
つ
、
健
康
増
進
、
認

知
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ご

提
案
の
よ
う
に
、
制
度
創
設
が
高

齢
者
支
援
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

答　
企
画
財
政
課
長

住
ま
い
は
、
特
定
し
て
い
な
い

が
、
空
き
家
物
件
の
中
で
あ
て
た

い
と
考
え
て
い
る
。
各
種
研
修
や

他
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
交

流
等
も
取
り
入
れ
て
、
孤
立
し
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。

３
．
地
域
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て

問　
議
員

今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
増
加
に
伴
い
福
祉

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
く
中
、

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
町
民
の
交
流
の
中
心
と
し

て
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
支
援

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
福
祉
社
会

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で

５
点
伺
う
。

❶
町
民
が
支
え
合
う
こ
と
の
必
要

性
と
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。

２
．�地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

問　
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
以
前

も
質
問
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は

公
募
の
条
件
が
合
わ
な
か
っ
た
。

今
回
、
条
件
が
変
わ
り
長
柄
町
も

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
該
当
す
る

条
件
に
入
っ
た
。
本
町
で
も
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
考
え
を

伺
う
。

答　
町
長

来
年
度
か
ら
の
実
施
を
計
画
し

て
お
り
、
現
在
策
定
中
の
来
年
度

予
算
に
既
に
計
上
し
て
い
る
。

問　
議
員

募
集
人
員
は
何
名
を
想
定
し
て

い
る
か
伺
う
。

答　
企
画
財
政
課
長

初
め
て
の
取
組
み
の
た
め
１
名

で
考
え
て
い
る
。

問　
議
員

協
力
隊
に
対
し
て
考
え
て
い
る

サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
伺
う
。

❷
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し

た
民
間
福
祉
団
体
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
強
化
し
、
組

織
や
人
材
の
拡
充
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

❸
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
活
動
の
支

援
を
考
え
て
い
る
か
。

❹
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
活
用
で
き
る

よ
う
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
か
。

❺
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
す
る

高
齢
者
支
援
の
活
動
を
行
っ
た
町

民
に
対
し
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

累
計
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
制
度
を
提
案
す
る

が
、考
え
を
伺
う
。

答　
町
長

①
本
町
は
一
昨
年
、
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
共
助
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
か
と
思

う
。
こ
の
経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が

福
祉
へ
の
理
解
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

②
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
高

齢
化
に
伴
い
、
人
員
の
減
少
が
問

本
吉　
敏
子

本
吉　
敏
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�町
で
実
施
し
て
い
る

各
種
相
談
に
つ
い
て

問　
議
員

町
で
は
結
婚
相
談
や
心
配
ご
と

相
談
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
る

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
を
伺
う
。

答　
町
長

結
婚
相
談
に
つ
い
て
は
６
件
、

心
配
ご
と
相
談
も
６
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。

問　
議
員

土
地
の
相
続
、
人
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
住
民
の
困
っ
て
い
る
こ
と

の
解
決
の
た
め
に
法
律
相
談
は
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考

え
を
伺
う
。

答　
総
務
課
長

基
本
的
に
は
、
各
弁
護
士
事
務

所
に
相
談
に
行
く
と
い
う
こ
と
な

る
と
思
う
が
、
所
得
の
低
い
方
等

の
た
め
に
千
葉
県
の
無
料
法
律
相

談
が
あ
る
。
ま
た
、
法
テ
ラ
ス
と

い
う
無
料
で
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
品
物
を
贈
っ

て
き
た
か
伺
う
。

答　
町
長

令
和
３
年
度
は
88
歳
以
上
と
な

る
方
が
56
名
、
99
歳
以
上
と
な
る

方
が
19
名
い
た
。
こ
の
19
名
の
う

ち
、
在
宅
で
過
ご
し
て
い
る
方
10

名
に
対
し
ケ
ト
ル
を
贈
呈
し
た
。

ま
た
、
過
去
の
お
祝
い
品
で
は
、

毛
布
類
が
主
で
あ
っ
た
が
、
近
年

は
ス
テ
ィ
ッ
ク
型
掃
除
機
や
箸
と

茶
わ
ん
の
セ
ッ
ト
な
ど
を
贈
っ

た
。問　

議
員

お
祝
い
の
品
物
は
、
人
に
よ
り

受
け
取
り
方
が
違
い
、
難
し
い
。

お
金
や
商
品
券
に
で
き
な
い
か
伺

う
。答　

健
康
福
祉
課
長

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答　
健
康
福
祉
課
長

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
が
民

間
の
事
業
所
と
協
力
し
た
安
否

確
認
、
ま
た
、
民
生
委
員
と
定
例

会
に
参
加
し
て
情
報
交
換
、
こ
れ

ら
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
情
報
収

集
に
努
め
た
い
。
そ
の
上
で
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
に
適
切
に
当
て
は
め
る

こ
と
が
独
居
の
方
々
に
対
し
て
の

日
頃
の
不
安
の
解
消
に
な
る
の
で

は
と
思
う
。

問　
議
員

高
齢
者
か
ら
、
足
が
な
い
と

か
、
昔
と
違
っ
て
寂
し
い
な
ど
の

声
を
聞
く
。
町
で
は
、
独
居
の
高

齢
者
と
の
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
取
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
民
生
委
員
が
独

居
の
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
な
援
助

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
町
長

町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
高
齢
者
の

方
々
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い

る
。
各
種
教
室
や
訪
問
活
動
、
電

話
で
の
安
否
確
認
な
ど
が
主
な
活

ま
た
、
千
葉
県
の
弁
護
士
会
で

茂
原
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
る
。
無
料
で
な
い
が

１
コ
マ
30
分
で
２
千
円
と
安
価
で

や
っ
て
い
た
だ
け
る
。
そ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
を
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
る
。

２
．�高
齢
者
の
生
活
支
援

に
つ
い
て

問　
議
員

現
在
、
独
居
の
高
齢
者
の
状
況

と
今
後
の
推
移
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

答　
町
長

町
内
の
独
居
高
齢
者
は
５
７
８

名
、
今
後
も
高
齢
化
が
進
展
し
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
80
歳
を
迎

え
る
２
０
５
５
年
頃
ま
で
は
増
加

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

問　
議
員

増
加
す
る
に
当
た
り
、
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

動
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
友
愛
訪
問

と
称
し
安
否
確
認
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
必
要
に
応
じ
各
種
手
続

の
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。問　

議
員

独
居
の
高
齢
者
の
家
庭
に
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
外
出
自
粛
で
過
去
の
活
用
と

比
較
し
て
利
用
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
か
伺
う
。

答　
町
長

現
在
の
設
置
数
は
51
件
で
あ

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
起
因
と
す
る
申
請
件

数
の
増
加
や
利
用
状
況
の
変
化
、

問
合
せ
の
増
加
は
な
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

３
．�敬
老
祝
い
品
に
つ
い

て
問　
議
員

本
年
度
は
米
寿
以
上
の
高
齢
者

に
ケ
ト
ル
を
配
付
し
た
が
、
対
象

者
は
何
人
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
今

鶴
岡　
喜
豊

鶴
岡　
喜
豊  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�長
柄
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
稲
農
業
の

継
続
に
つ
い
て

問　
議
員

米
価
下
落
に
対
す
る
稲
作
農
家

に
対
す
る
支
援
を
行
う
考
え
が
あ

る
か
。

答　
町
長

飼
料
用
米
等
拡
大
支
援
事
業
補

助
金
の
町
単
独
分
を
増
額
し
、
転

作
へ
の
拡
大
支
援
を
引
き
続
き
取

り
組
む
。

問　
議
員

今
年
産
の
米
価
下
落
に
対
す
る

補
助
を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答　
産
業
振
興
課
長

町
単
独
の
補
助
金
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
議
員

水
田
等
の
荒
廃
農
地
の
有
効
な

活
用
に
つ
い
て
、
方
策
を
考
え
て

い
る
か
。

答　
町
長

意
欲
あ
る
担
い
手
に
対
し
、
農

林
業
等
振
興
事
業
補
助
金
制
度
を

問　
議
員

１
本
当
た
り
36
円
の
赤
字
と
な

る
が
町
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の
評
価
方

法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
企
画
財
政
課
長

赤
字
部
分
は
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
と
同
様
に
町
が
投
資
す
る
費

用
と
考
え
て
い
る
。
知
名
度
向
上

の
効
果
は
来
年
以
降
に
調
査
を
し

て
い
く
。

問　
議
員

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
町
補

助
金
と
し
て
３
，
２
８
４
万
２
，

０
０
０
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
年
度
末
資
金
残
高
が
３
，

０
９
９
万
７
，
０
０
０
円
で
あ

り
、
補
助
金
の
在
り
方
と
し
て
妥

当
か
見
解
を
伺
う
。

答　
町
長

令
和
２
年
度
の
年
度
末
資
金
残

高
３
，
０
９
３
万
７
，
０
０
０
円

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事

業
運
営
と
、
在
宅
福
祉
事
業
及
び

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

令
和
３
年
度
の
年
度
当
初
の
分
、

人
件
費
及
び
事
業
資
金
と
し
て
必

要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

２
．�法
定
外
公
共
物
の
箇

所
の
把
握
及
び
そ
の

対
応
に
つ
い
て

問　
議
員

法
定
外
公
共
物（
以
下
、
赤
道

等
）が
私
有
地
内
に
含
ま
れ
る
場

所
が
何
か
所
あ
る
か
、
ま
た
、
そ

の
対
応
策
を
伺
う
。

答　
町
長

箇
所
数
は
整
理
し
て
い
な
い

が
、
私
有
地
と
一
体
化
さ
れ
て
い

る
赤
道
等
は
、
申
請
に
よ
り
、
個

人
へ
の
払
下
げ
や
付
け
替
え
を

行
っ
た
事
例
が
あ
る
。

問　
議
員

赤
道
等
が
神
社
等
の
通
路
内
に

存
在
す
る
も
の
が
何
か
所
あ
る

か
。ま
た
、そ
の
対
応
を
伺
う
。

答　
町
長

箇
所
数
は
整
理
し
て
い
な
い

が
、
維
持
管
理
は
、
道
路
愛
護
な

ど
の
際
に
資
材
な
ど
を
支
給
し
、

自
治
会
や
土
地
の
関
係
者
に
お
願

い
し
て
い
る
。

地
籍
調
査
に
よ
り
位
置
が
特
定

さ
れ
た
赤
道
等
は
、
位
置
関
係
な

ど
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
関
係
者
と
解
決
に
向
け
て
努

力
し
た
い
。

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
の
持

続
性
、
優
良
農
地
の
確
保
を
図
っ

て
き
た
。引
き
続
き
支
援
し
た
い
。

問　
議
員

町
独
自
の
稲
作
農
家
に
対
す
る

援
助
が
な
け
れ
ば
、
離
農
者
の
増

加
は
止
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

答　
町
長

再
生
可
能
な
農
地
に
は
、
認
定

農
業
者
、
営
農
組
合
な
ど
意
欲
あ

る
農
業
者
へ
の
農
地
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用

に
よ
り
、
農
地
利
用
集
積
の
促
進

を
図
り
、
併
せ
て
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
を
活
用
し
、
荒
廃

農
地
の
再
活
用
と
耕
作
放
棄
地
の

抑
制
に
努
め
る
。

問　
議
員

荒
廃
農
地
の
有
効
活
用
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
を
検
討
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

答　
町
長

再
生
不
可
能
な
農
地
は
、
有
効

活
用
方
法
を
模
索
し
た
い
。

３
．�町
道
１
１
０
０
号
線

の
通
行
環
境
整
備
に

つ
い
て

問　
議
員

道
路
の
東
側
の
路
肩
に
木
々
が

繁
茂
し
、
大
型
バ
ス
等
の
車
線
通

行
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
思
う

が
対
応
を
伺
う
。

答　
町
長

通
行
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、

安
全
な
通
行
が
図
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

４
．町
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
議
員

今
年
度
の
ガ
ラ
ナ
製
造
の
総
事

業
費
と
、
現
時
点
の
販
売
本
数
と

販
売
総
額
を
伺
う
。

答　
町
長

製
造
に
か
か
る
費
用
は
税
込

み
１
本
当
た
り
63
円
で
４
万
５
，

８
４
０
本
、
合
計
２
８
８
万
７
，

９
２
０
円
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ

等
の
販
売
諸
経
費
を
含
め
る
と
１

本
当
た
り
99
円
で
あ
る
。

12
月
１
日
現
在
の
販
売
本
数
は

１
万
６
，１
１
０
本
、販
売
金
額
は

１
０
１
万
４
，９
３
０
円
で
あ
る
。

池
沢　
俊
雄

池
沢　
俊
雄  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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